
 

 

 

 

 

 

 

 

 

PK-WL009 

 
無線 LAN USB ボックス E 

 

スタートアップガイド 
 

 

 



 2

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

・Microsoft、Windows、 Windows NTおよびMS-DOSは米国Microsoft Corporationの 

の米国およびその他の国における登録商標です。 

・AdobeおよびAcrobatは、Adobe Systems Inc.(アドビシステムズ社) の登録商標です。 

  その他の社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

目次 

1 ご使用上の注意............................................................. 4 

1.1 本商品を取り扱う前に必ずお読みください。........................... 4 

無線 LAN 商品としての注意事項......................................... 9 

2 添付品の確認.............................................................. 11 

2.1 添付品............................................................ 11 

3 商品の登録................................................................ 12 

3.1 お客様登録申込書.................................................. 12 

3.2 商品の登録情報の確認.............................................. 12 

4 概要...................................................................... 13 

4.1 PK-WL009 の使い方 ................................................. 13 

4.2 ハードウェア仕様.................................................. 15 

4.3 各部名称と機能.................................................... 16 

4.4 PK-WL009 の導入フロー ............................................. 17 

5 使用条件.................................................................. 18 

5.1 適用装置.......................................................... 18 

6 取り付け.................................................................. 19 

6.1 パソコンへの取り付け.............................................. 19 

6.2 パソコンからの取り外し............................................ 19 

7 インストール.............................................................. 20 

7.1 ドライバのインストール............................................ 20 

7.1.1 Windows98/98Second Edition の場合 ............................ 20 

7.1.2 WindowsMe の場合 ............................................. 22 

7.1.3 Windows2000 の場合 ........................................... 23 

7.1.4 WindowsXP の場合 ............................................. 25 

7.2 無線ＬＡＮの設定.................................................. 28 

7.2.1 設定手順..................................................... 28 

7.2.2 設定手順(WindowsXP の場合) ................................... 32 

8 クライアント・マネージャ.................................................. 34 

8.1 クライアント・マネージャのインストール............................ 34 

8.2 機能.............................................................. 36 



 3

9 パソコンのネットワーク設定................................................ 38 

10 確認...................................................................... 40 

10.1 接続確認.......................................................... 40 

11 アップデート.............................................................. 43 

11.1 ドライバのアップデート............................................ 43 

11.2 ファームウェアのアップデート...................................... 46 

11.3 クライアント・マネージャのアップデート............................ 47 

付録.......................................................................... 48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4

1 ご使用上の注意 

1.1 本商品を取り扱う前に必ずお読みください。  
  ここでは、注意を守っていただけない場合、けがや物的損害が起こることがあ

る注意事項をまとめてありますので、よくお読みください。なお、この本には、

本商品に関連したパソコンシステム全般に関する注意事項についても重複して記

載しています。お読みになったあとは、いつでも参照できるところに保管してく

ださい。 

  この本では、商品を安全にお使いいただくために、次のマークを使用して説明

しています。 

 

◆注意事項を守っていただけない場合、どの程度の影響があるかを表しています。 

警告
 

人が死亡または重傷を負う可能性が想定されることを示

します。 

注意
 

人が傷害を負う可能性が想定される内容、および物的傷

害のみの発生が想定されることを示します。 

◆注意事項を守っていただけない場合、発生が予想される障害または事故の内容を表

しています。 

 

注意を促すマークです。マークの中や近くに、想定される傷害や事故

の内容を表しています。 

 

危険事項を示すマークです。マークの中や近くに、してはいけない事

項の内容を表しています。 

 

しなければならない事項を示すマークです。マークの中や近くに、し

なければならない事項の内容を表しています。 

 

 

 

 

 

 故障したままの使用はしない 

 

 

 

 

 

 

 

 

煙が出ている・変なにおいがするなどの異常状態のまま使用した

り、故障状態で使用すると、火災・感電の原因となります。 

すぐに電源プラグを抜いてください。 電源プラグをコンセントから抜く 

煙が出た場合は出なくなるのを確認し、販売店に修理を依頼して

ください。 

お客様による修理は危険ですから絶対におやめください。 すぐ修理依頼を 

警告 
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 上カバーは絶対にはずさない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本商品に衝撃を与えない 

 

 

 

 

 

 雷が鳴り出したら、電源プラグには触れない 

 

 

 

 

 本商品の上に水の入った容器を置かない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電源コードの取り扱いは大切に 

 

 

 

 

 

 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本商品の下敷き

にならないようにしてください。コードに傷がついて、火災・感

電の原因となります。 

コードの上を敷物などで覆うことにより、それに気付かず重いも

のをのせてしまうことがあります。 

禁止 

内部の点検・調製・修理は販売店にご相談ください。 

 
内部の点検・修理は販売店へ 

万一、本商品を落としたり、きょう体を破損した場合は、本体の

電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そ

のまま使用すると火災・感電の原因となります。 電源プラグをコンセントから抜く 

雷が鳴り出したら電源プラグには絶対に触れないでください。感

電の原因となります。 
接触禁止 

本商品の上カバーは絶対にはずさないでください。 

内部には電圧の高い部分がありますので、感電の原因となりま

す。 
分解禁止 感電注意 

本商品の上に水などの入った容器または小さな金属物を置かな

いでください。 

こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。 

万一、本商品の内部に水などが入った場合は、本体の電源プラグ

をコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用

すると火災・感電の原因となります。 

水物禁止 

電源プラグをコンセントから抜く 
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水のかかるところには置かない 

 

 

 

 

 

 不安定なところには置かない 

 

 

 

 

 

 表示以外の電圧で使用しない 

 

 

 

 

 

 本商品を改造しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじっ

たり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。コードが破

損して、火災・感電の原因となります。 

水場では使用しないでください。また、本商品の内部に水など

が入ったり、ぬらさないようにご注意ください。火災・感電の

原因となります。 

電源コードが傷んだら販売店へ交換依頼を 

電源コードの加工禁止 

電源コードが傷んだら（芯線の露出・断線等）販売店に交換を

ご依頼下さい。 

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

水場禁止 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないで

ください。 

落ちたり、倒れかけたりしてけがの原因となります。 

表示された電源電圧（交流１００ボルト）以外の電圧で使用しな

いでください。火災・感電の原因となります。 

本商品を改造しないでください。火災・感電の原因となります。

不安定な設置禁止 

100ボルト以外使用禁止 

改造禁止 
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 次のようなところは故障・事故の原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のようなことはけがの原因 

 

 

 

 

 

 

電源コード・電源プラグについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●油調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所

に置かないでください。 

 火災・感電の原因となることがあります。 

●屋外や、湿気やほこりの多い場所に置かないでください。 

 火災・感電の原因となることがあります。 

●車載用など移動用途には使用できません。 

 故障の原因となることがあります。 

禁止 

●本商品の上に重いものを置かないでください。バランスが崩れ

て倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。 

●本商品にのらないでください。倒れたり、こわれたりしてけが

の原因となることがあります。 

落下して危険 

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶

けて、火災・感電の原因となることがあります。 
禁止 

電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでくださ

い。コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。
電源コードを引っ張らない 

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因

となることがあります。 
濡れた手は危険 
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お手入れについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源プラグは奥までしっかりと差し込んでください。しっかり

と差し込まれていないと、火災・感電の原因となることがあり

ます。 しっかり差し込んで抜けかかり禁止 

移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、機

器間の接続線をはずしたことを確認の上、行ってください。接

続したまま移動させるとコードに傷が付き、火災・感電の原因

となることがあります。 
移動するときは接続線をはずしてから 

お手入れの際は、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜

いてください。詳細は次ページ「お手入れについて」をご覧くだ

さい。 

長期間、本機をご使用にならないときは安全のため必ず電源プラ

グをコンセントから抜いてください。 
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無線 LAN 商品としての注意事項  

   ・本機の内部を改造して運用することは法律で禁止されています。 

電波に関する注意 
● 本商品には、2.4GHz 帯高度化小電力データ通信システムが内蔵されています。  

本商品は、2.4GHz帯域を使用する無線設備であり、

移動体識別装置の帯域が回避できます。変調方式

としてDS- SS 方式を採用しており、与干渉距離は

40m です。 

● 本商品は、日本国における電波法施行規則第6 条第4 項第4 号「小電力データ通信

システムの無線局」を満足した無線設備であり、日本国における端末設備等規則第

36 条「電波を使用する自営電気通信端末設備」を満足した端末設備です。分解や

改造などを行っての運用は違法であり、処罰の対象になりますので、絶対に行わな

いでください。 

● 本商品の電波出力は、社団法人電波産業会が策定した「電波防護標準規格（ RCR STD- 

38 ）」に基づく基準値を遥かに下回っています。しかしながら、本商品の通常のご

使用に際しては、万が一でも人体に影響を及ぼさないよう、人体との直接的な接触

を最小限にした使い方をお勧めします。 

● 本商品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか、工場

の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線

局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 

1. 本商品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線

局が運用されていないことを確認してください。 

2. 万一、本商品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生し

た場合には、速やかに使用周波数帯域を変更するかまたは電波の発射を停止し

てください。 

3. その他、本商品から移動体識別用特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が

発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、ＮＥＣ パソコンインフ

ォメーションセンターまでご相談ください。 

NEC パソコンインフォメーションセンター 

（フリーダイヤル）0120- 95- 0001  

● 自動ドアや火災報知機等、自動制御機器の周辺では、本商品は使用しないでくださ

い。自動制御機器の電子回路に影響を与え、誤動作の原因となる恐れがあります。 

● 一般の電話機やテレビ、ラジオ、その他無線を使用する機器などをお使いになって

いる近くで本商品を使用すると、それらの機器に影響を与えることがあります（本

商品の電源を入/ 切することで影響の原因になっているかどうか判別できます）。こ

の場合、次のような方法で電波干渉を取り除くようにしてください。 

２．４ＤＳ４  
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1. 本商品と影響を受けている装置の距離を離してください。 

2. 影響を受けている装置が使用しているコンセントと別の電気系統のコンセント

から、本商品の電力を供給してください。 

3. 経験のある電話機やテレビ、ラジオの技術者にご相談ください。 

● トラック無線（CB 無線）やアマチュア無線などを違法に改造した無線機から影響

を受ける場合には、影響を受ける場所・時間を特定し、ご使用場所の管轄の電波管

理局へ申し入れてください。詳しくは、ご使用場所管轄の電波管理局へお問い合わ

せください。 

● 他の無線機器から影響を受ける場合には、使用周波数帯域を変更するなど、混信回

避のための処置を行ってください。さらに前記処置を行っても影響が軽減されない

ときは、ＮＥＣ パソコンインフォメーションセンターまでご相談ください。 

● 電子レンジなど、本商品と同じ周波数帯域を使用する産業・科学・医療用機器から

影響を受ける場合には、使用周波数帯域を変更する、干渉オプションをセッティン

グするなど、混信回避のための処置を行ってください。さらに前記処置を行っても

影響が軽減されないときは、ＮＥＣ パソコンインフォメーションセンターまでご

相談ください。 

● 本商品は、電波の特性上、設置場所によって通信距離や通信容量が異なります。 

● 本商品は、ネットワークネーム（SSID ）を設定することにより、無線ネットワーク

での不正アクセスを防止できます。 

● 本商品は、暗号キーを設定することにより、無線区間での漏洩・傍受を防止できま

す。 

● 本商品は、日本国における端末設備等規則第36 条「電波を使用する自営電気通信

端末設備」を満足した端末設備です。本商品は、MAC アドレスに用いたJATE フィル

タリング機能を持ちます。 

 

技術基準等適合認定について 

本商品は、電気通信事業法第５０ 条第１ 項の規定に基づく技術基準等適合認定を受

けています。認証番号は以下の通りです。 

認証番号 Ｄ00 －１０５７ＪＰ 

 

 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラ

スＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、

この装置がラジオやテレビジョン受信機に接近して使用されると、受信障害を引き起こ

すことがあります。 
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2 添付品の確認 

2.1 添付品 
梱包内容を確認してください。 

 

 

 

 

１ 

無線 LAN(11Mbps)USB ﾎﾞｯｸｽ E 

２ 

USB ケーブル 

 

 
３ 

スタートアップガイド（本書） 

４ 

ＣＤ－ＲＯＭ 

  

５ 

保証書 

６ 

お客様登録申込書 

 

８ 

 

 
７ 

ソフトウェアのご使用条件  本商品使用上の注意シール 
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3 商品の登録 

3.1 お客様登録申込書 
お客様へのサポートおよびサービスを充実させるためにお客様登録をお願い致しま

す。ご登録いただきますとＮＥＣのパソコン関連総合サイト「１２１ｗａｒｅ．ｃ

ｏｍ」およびダイレクトメールにて、ご登録いただいた商品に関するバージョンア

ップ情報やサービス、お買い得情報などお客様 1 人 1 人にあわせた最新情報がご覧

いただけます。是非ご登録のうえ、便利で役立つ「１２１ｗａｒｅ．ｃｏｍ」をご

利用ください。 

 

3.2 商品の登録情報の確認 
インストール作業に入る前に、インストールするコンポーネントにつ

いて、下記の情報を控えておいてください。 

 

■  PK-WL009 の製造番号とＭＡＣアドレス 

 

これらの番号は、アクセスポイントに接続する場合に登録する必要が

あります。 
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4 概要 

4.1 PK-WL009 の使い方 
オフィスの無線ＬＡＮネットワーク、ＳＯＨＯ／家庭内無線ＬＡＮまたはパソコン

同士のピアツーピアへの接続の使い分けが可能です。 

 

オフィスのインフラストラクチャーへの接続 

アクセスポイント（PK-WL003 または PK-WL005, PK-WL007）を使用した

オフィスなどのインフラストラクチャーに接続できます。 

ネットワークケーブルがないためレイアウト変更や移動においても配

線工事の必要がなくスムーズに行えます。また、美観を損なうこともあ

りません。 

本商品は従来のＷＥＰ４０ビットに加え１２８ビットの暗号化をサポ

ートしていますので、安心して使用できます。 

 

 

オフィス用アクセスポイントは以下の商品があります。 

・ ＰＫ－ＷＬ００３：無線ＬＡＮアクセスポイントＮ 

・ ＰＫ－ＷＬ００５：無線ＬＡＮアクセスポイントＥ 

・ ＰＫ－ＷＬ００７：無線ＬＡＮアクセスポイントＳ 
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ＳＯＨＯ／家庭用アクセスポイント 

家庭用アクセスポイント（PK-WL002）で構成された家庭内ネットワーク

へ接続できます。ファイルやプリンタなどの共有もできます。 

 

 

ピアツーピア接続 

本商品または無線 LAN カード E ｼﾘｰｽﾞ（PK-WL006x ｼﾘｰｽﾞ）を搭載したパ

ソコン同士の直接通信ができます。ピアツーピア接続を使用することに

より「家庭」や「会議室」などで簡単にネットワークを構成することが

できます。 
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4.2 ハードウェア仕様 

■インタフェース  USB  （ユニバーサルシリアルバス）1.1  

バスパワー・USB 機器 

■データ転送速度  11M/5.5M/2M/1M （bps ）［自動切替］ 

■準拠規格   ARIB STD- T66 （高度化小電力データ通信シス 

テム規格） 

IEEE802.11b （無線ＬＡＮ 標準プロトコル） 

■伝送方式   DS- SS 方式（IEEE802.11 準拠） 

■伝送距離   屋内50m ／屋外100m （最大）［見通し］ 

屋内25m ／屋外50m （11Mbps 時）［見通し］ 

注）伝送距離は周囲条件によって異なります 

■使用無線チャネル 1 ～11ch ［自動設定］ 

■Ｒ －Ｆ 周波数帯域 2.4GHz 帯域（2400MHz ～2483.5MHz ） 

■動作電圧   5V 

■消費電力   最大500mA  

■温湿度条件  温度：10 ～35 ℃ 

湿度：20 ～80 ％（結露しないこと） 

■外形寸法   約90 (D)×約61 (W)×約146 (H)mm  

■質量   約 190g 
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4.3 各部名称と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 名称 機能 

ａ Power LED 
本体に電源が投入されると緑色に点灯

します 

ｂ Tx/Rx LED  
データの送信または受信がある時に点
滅します。 

無線が無効であるときは点灯しません。 

ｃ USB コネクタ 付属の USB ケーブルを挿入します。 

 

 

アンテナは本体の上部に内蔵されて

います。 

この付近に電波を遮蔽する金属など

のものを近づけないでください。 

通信の妨げになる場合があります。 
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4.4 PK-WL009 の導入フロー 
本商品を導入する際の手順を示しております。このフローにしたがって設定

してください。 

 

使用条件の確認                 18 ページ参照 

  

パソコンへの取り付けと確認         19 ページ参照 

  

ドライバのインストール            20 ページ参照 

  

無線 LAN の設定                 28 ページ参照 
 

※ 注 

  

クライアント・マネージャのインストール 34 ページ参照 

  

パソコンのネットワーク設定        38 ページ参照 
 

※ 注 

  

通信確認                   40 ページ参照 

 

注 本製品をネットワークに接続するために必要な設定。 

“無線ＬＡＮの設定”およびネットワークの設定を行う必要があります。 
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5 使用条件 

5.1 適用装置 
本商品を取り付けられるパソコンと利用できる OS を確認してください。 

 

・対応パソコン  USB インタフェースを持つパソコン 

           （接続確認パソコンについてはホームページを参照 

してください。 

アドレス：http://www.necinfrontia.co.jp/products/wlan/jp/PC.htm） 

・動作環境   CPU：Pentium�120MHｚ相当以上 

    メイン RAM：32 バイト以上（64 バイト以上 

                   推奨） 

・対応 OS   Windows XP 

Windows Me 

    Windows 98 

    Windows 98 Second Edition 

    Windows 2000  

 

 

注意１ 本商品を使用して無線 LAN でネットワークに接続中は、お使い 

のパソコンをスタンバイまたは休止状態（ハイバネーション） 

にしないようにしてください。 

また、手動でもスタンバイまたは休止状態にしないでください。 

スタンバイまたは休止状態にしない設定にするためにはパソコ 

ン本体の取り扱い説明書にしたがって行ってください。 

注意２ 本商品を使用して無線 LAN でネットワークに接続中は、本商品 

をパソコンから取り外さないでください。 

パソコンに取り付ける、または取り外すためにはパソコン本体 

の電源を切ってから行ってください。 
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6 取り付け 

6.1 パソコンへの取り付け 
① パソコンの電源が切れていることを確認します。 

② 本商品の USB コネクタに、添付されている USB ケーブルを接続しま

す。 

③ パソコン本体のUSBポートを確認し、USBケーブルをパソコンのUSB

ポートに接続します。 

USB ポートにはこのようなマークが表示されています。 

 

 

USB ポートが２つ以上ある場合、空いているポートに接続してくだ

さい。但し、USB ハブでは使用できない場合があります。 

 

 

 

6.2 パソコンからの取り外し 
① パソコンの電源が切れていることを確認します。 

② パソコンに接続されている USB ケーブルを抜きます。 
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7 インストール 
本商品はネットワークデバイスです。ネットワークに接続するためには無線

ＬＡＮとネットワークの設定が必要です。 

7.1 ドライバのインストール 
次の手順でドライバのインストールを行います。インストール手順はご

使用の OSにより異なりますので、ご使用の OSを確認してから行ってく

ださい。 

また、インストールの途中でWindowsのＣＤ－ＲＯＭが必要となる場合

がありますのでご用意ください。 

 

＜注意＞  

お使いのパソコンに「ワンタッチスタートボタン」が常駐している場合

などパソコンへの各種アプリケーションのインストール状態によっては、

ドライバインストールに数分待たされる場合があります。ドライバイン

ストール時は「ワンタッチスタートボタン」や各種アプリケーションが

常駐していない状態で行うことをお勧めいたします。 

 

7.1.1 Windows98/98Second Editionの場合  

① パソコンの電源を入れます。 

② 電源を入れてからしばらくすると次のような画面が表示されま

す。「次へ」をクリックします。 

 

③ 次の画面が表示されたら本商品に添付されている CD－ROM をパ

ソコンに入れ、「使用中のデバイスに最適なドライバを検索す

る」をチェックし、「次へ」をクリックします。 
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④ 次の画面が表示されたら「検索場所の指定」のみを選択しドラ

イバのあるディレクトリ：「ＣＤドライブ名:¥PK-WL009¥Drivers 

¥Win_98」を指定し、「次へ」をクリックします。 

 

⑤ 次の画面が表示されたら、「編集」をクリックして無線 LAN の設

定を行います。設定を行うとこの画面に戻りますので「ＯＫ」

をクリックします。設定については次項の「7.2 無線ＬＡＮの

設定」を参照してください。 

 

⑥ インストール終了の画面が表示されたら「完了」をクリックし

ます。 

⑦ 再起動の画面が表示されたら「はい」をクリックし、パソコン

の再起動をします。 
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7.1.2 WindowsMe の場合  

① パソコンの電源を入れます。 

② 電源を入れてからしばらくすると次のような画面が表示されま

す。「ドライバの場所を指定する（詳しい知識がある方向け）」

をチェックして「次へ」をクリックします。 

 

③ 次の画面が表示されたら本商品に添付されている CD－ROM をパ

ソコンに入れ、「参照」でドライバのあるディレクトリ：「ＣＤ

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ名:¥PK-WL009¥Drivers ¥ Win_Me」を指定、または直接入

力し「次へ」をクリックします。 

 

④ 次の画面が表示されたら「次へ」をクリックします。 

 

⑤ 次の画面が表示されたら、「編集」をクリックして無線 LAN の設

定を行います。設定を行うとこの画面に戻りますので「ＯＫ」

をクリックします。設定については次項の「7.2 無線ＬＡＮの

設定」を参照してください。 
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⑥ インストール終了の画面が表示されたら「完了」をクリックし

ます 

⑦ 再起動の画面が表示されたら「はい」をクリックし、パソコン

の再起動をします。 

 

 

7.1.3 Windows2000 の場合 

① パソコンの電源を入れます。 

② 電源を入れてからしばらくすると次のような画面が表示されま

す。「次へ」をクリックします。 

 

③ 次の画面が表示されたら本商品に添付されている CD－ROM をパ

ソコンに入れ、「デバイスに最適なドライバを検索する」をチェ

ックし、「次へ」をクリックします。 
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④ 次の画面が表示されたら「場所を指定」を選択し、「次へ」をク

リックします。 

 

⑤ ド ラ イ バ の あ る デ ィ レ ク ト リ ：「 Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ

名:¥PK-WL009¥Drivers ¥ Win_2000」を指定し、「ＯＫ」をクリ

ックします。 

 

⑥ 次の画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。 

 

⑦ 次の画面が表示されたら、「はい」をクリックします。 
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⑧ 次の画面が表示されたら、「編集」をクリックして無線 LAN の設

定を行います。設定を行うとこの画面に戻りますので「ＯＫ」

をクリックします。設定については次項の「7.2 無線ＬＡＮの

設定」を参照してください。 

 

⑨ インストール終了の画面が表示されたら「完了」をクリックし

ます。 

⑩ 再起動の画面が表示されたら「はい」をクリックし、パソコン

の再起動をします。 

 

7.1.4 WindowsXP の場合 

① WindowsXPの場合は自身のOSに本商品の古いバージョンのドライ

バがインストールされています。本商品をパソコンに挿入し、パ

ソコンの電源を入れると自動的にドライバが組み込まれます。組

み込まれない場合は以下の手順でドライバのインストールを行

ってください。自動的に組みこまれる場合は、１１項を参照して

アップデートを行ってください。 

② パソコンの電源を入れます。 

③ 電源を入れてからしばらくすると次のような画面が表示されま

す。「ドライバの場所を指定する（詳しい知識がある方向け）」を

チェックして「次へ」をクリックします。 



 26

 

④ 次の画面が表示されたら本商品に添付されているCD－ROMをパソ

コンに入れ、「参照」でドライバのあるディレクトリ：「ＣＤﾄﾞﾗｲ

ﾌﾞ名:¥PK-WL009¥Drivers ¥ Win_XP」を指定する、または直接入

力し「次へ」をクリックします。 

 

⑤ 次の画面が表示されたら「続行」をクリックします。 

 

⑥ 次の画面が表示されたら、「詳細設定」をクリックして無線 LAN

の設定を行います。設定については次項の「7.2 無線ＬＡＮの設

定」を参照してください。 
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⑦ インストール終了の画面が表示されたら「完了」をクリックしま

す 
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7.2 無線ＬＡＮの設定 
無線ＬＡＮネットワークへの接続を行うために、本商品の無線ＬＡＮ設定を

行います。 

設定項目の中には接続先と同一にする必要がある項目もありますので、ネッ

トワーク管理者または無線ＬＡＮアクセスポイントのマニュアルを確認し

てから行ってください。 

設定を行うための画面を開くには「コントロールパネル」の「Wireless 

Network」を実行するか、クライアント・マネージャで「アクション」－「設

定プロファイルの追加/編集」から実行することができます。（WindowsXP は

「コントロールパネル」の「ネットワーク接続」からワイヤレス接続を選択

しプロパティのワイヤレスネットワークタブより実行）また、ドライバのイ

ンストールの中でも設定することができます。 

7.2.1 設定手順  

① 無線ＬＡＮの設定は接続先を変えて使用するときにワンタッチで

設定変更できるように設定内容を「プロファイル」として複数（９

９ファイルまで）持つことができます。プロファイルを追加する

ときは「追加」をクリックし、またすでに作成済みのプロファイ

ルを編集するときは「編集」をクリックして次へ進みます。 

 

② 次に設定するプロファイル名に任意の文字等を入力します。 

 

③ 次に接続先を選択します。アクセスポイントに接続する場合は「ネ
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ットワーク種別」で「アクセスポイント」を選択します。家庭用ア

クセスポイントに接続する場合は「住宅用ゲートウェイ」を選択し、

パソコン同士で接続する場合は「ピアツーピアグループ」を選択し

「次へ」をクリックします。 

 

④ 接続する無線ＬＡＮネットワーク固有のネットワーク名（SSID）を

入力します。ネットワーク名は接続先の値と同一にする必要があり

ます。ネットワーク名の値はネットワーク管理者または無線ＬＡＮ

アクセスポイントのマニュアルを確認してください。また、セキュ

リティ設定（無線データの暗号化や簡易接続拒否など）を行ってい

ないアクセスポイントへの接続へは「ＡＮＹ」または「（空白）」と

するとネットワーク名を設定しなくても接続できます。 

 

「ネットワーク種別」で「ピアツーピアグループ」を選択した場合

はここで使用するチャネルを設定します。この値は接続するパソコ

ン同士が同じチャネルに設定される必要があります。アクセスポイ

ントへの接続時はパソコン側でのチャネル設定はできません。 

この画面の設定が終了したら「次へ」をクリックします。 
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⑤ 無線の盗聴を防止するためのセキュリティ設定で無線データを暗

号化して送信します。接続する無線ＬＡＮネットワーク固有の暗号

化キーを入力します。暗号化キーは接続先の値と同一にする必要が

あります。暗号化キーの値はネットワーク管理者またはアクセスポ

イントのマニュアルを確認してください。 

アクセスポイントに接続する場合は暗号化キーを最大４つまで入

力でき、暗号化に使用するキーも個別に設定できます。 

例） アクセスポイントの設定 パソコンの設定 

 キー ：aaaaa  キー ：aaaaa  
 キー２：bbbbb  キー２：bbbbb  

 キー３：ccccc  キー３：ccccc  
 キー４：ddddd  キー４：ddddd  

 使用するキー：キー１ 使用するキー：キー４ 

 （使用するキーの“キー１”は値を入力するフィールドでは“キー”と表 

示されています。） 
と設定させた場合は、アクセスポイントから送信されるデータは“aaaaa ”で暗

号化され、パソコンから送信されるデータは“bbbbb ”で暗号化されより高いセ
キュリティで通信することができます。また、定期的に暗号キーを変更すること

をお勧めします。 

※ お互いのキーの値やキー配列は同一にする必要があります。 

本商品の暗号化はＷＥＰ４０bit と１２８bit に対応しています。

英数字を使用する場合は「英数字を使用」を選択し、キーの欄に４

０bit の場合は５桁、１２８bit を使用する場合は１３桁を入力し

ます。１６進数で入力する場合は「１６進数を使用」を選択し、キ

ーの欄に４０bit の場合は１０桁、１２８bit を使用する場合は２

６桁を入力します。 

この画面の設定が終了したら「次へ」をクリックします。 

この画面は「ネットワーク種別」の選択によって異なります。「住宅用ゲートウ

ェイ」を選択した場合は４０bit のみの入力となります。「住宅用ゲートウェイ」

や「ピアツーピアグループ」での接続時には暗号キーは１つです。 
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「アクセスポイント」を場合        その他を選択した選択した場合 

                   「住宅用ゲートウェイ」を選択した場合 

                    はネットワーク名の下５桁が自動的に 

                    入力されます。 

⑥ 電源管理の設定をします。「オン」を選択すると無線ＬＡＮ ＵＳＢ 

ＢＯＸは無線通信を行っていないときにパワーセーブを行い、パソ

コンの消費電力を抑えることができます。この画面の設定が終了し

たら「次へ」をクリックします。 

 

⑦ このチェックボックスはパソコンのネットワーク設定で“ＩＰアド

レスを自動的に取得”となっている場合に有効です。選択するとプ

ロファイルの変更を行うときにＤＨＣＰサーバから取得したＩＰ

アドレスを更新します。この画面の設定が終了したら「完了」をク

リックします。 

 

⑧ 最初の画面に戻りますので「ＯＫ」をクリックし無線ＬＡＮの設定

が完了します。 
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7.2.2 設定手順(WindowsXP の場合)  

① WindowsXP の場合、無線 LAN の設定は OS の「ワイヤレスネット

ワーク接続のプロパティ」で設定します。アクセスポイントの

設定で「Closed Wireless System」がチェックされていない場

合は、アクセスポイントの電波が届く範囲内であれば「利用で

きるネットワーク」にアクセスポイントに設定されている

「Network Name」（SSID）が表示されます。表示されている場合

は、これをクリックしてから「構成」をクリックします。アク

セスポイントの設定で「Closed Wireless System」がチェック

されている場合は「優先するネットワーク」の追加をクリック

してください。 

 

② 「ワイヤレスネットワークのプロパティ」画面が表示されます

ので、「ネットワーク名（SSID）」に接続するアクセスポイント

に設定されている値と同じネットワーク名（SSID）を入力しま

す。前項で「構成」をクリックした場合は、ネットワーク名（SSID）

は既に入力されています。次に無線上のデータを暗号化（アク
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セスポイントで Encryption を有効）している場合は、「データ

の暗号化」をチェックし、「キーは自動的に提供される」のチェ

ックを外して「ネットワークキー」にアクセスポイントに設定

した値と同じキーを入力して OK をクリックします。 

 
アクセスポイントの設定 パソコンの設定 

 キー ：aaaaa  キー０：aaaaa  
 キー２：bbbbb  キー１：bbbbb  

 キー３：ccccc  キー２：ccccc  

 キー４：ddddd  キー３：ddddd  

802.1x モードで接続する場合は、アクセスポイントから暗号

キーが自動的に無線端末（WindowsXP 無線 LAN パソコン）へ配

信されますので、「キーは自動的に提供される」をチェックし

てください。また、802.1x モードで接続する場合は「認証」

タブの設定も必要です。詳しくは WindowsXP の説明書もしくは

ヘルプを参照してください。 

③ 最初の画面に戻りますので「ＯＫ」をクリックし無線ＬＡＮの

設定が完了します。 
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8 クライアント・マネージャ 

8.1 クライアント・マネージャのインストール  
① 付属のＣＤ－ＲＯＭをパソコンに入れます。 

② 「スタート」－「ファイル名を指定して実行」で「参照」をクリッ

クして CD-ROM ドライブの¥PK-WL009¥Utility ¥Client Manager 

¥Setup.exe を選択、またはキーボード入力で“CD-ROM ドライブ名: 

¥PK-WL009¥Utility ¥Client Manager¥Setup.exe”を指定し実行し 

ます。 

 

③ セットアップウィザードで実行されます。「次へ」をクリックしま

す。 

 
④ 次の画面で内容をお読みの上「はい」をクリックします。 

 

⑤ インストールするディレクトリを指定する場合は「参照」で指定し

てください。このままでよい場合はそのまま「次へ」をクリックし

ます。 
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⑥ プログラムフォルダの選択を行います。このままでよい場合はその

まま「次へ」をクリックします。 

 

⑦ クライアント・マネージャの表示を日本語にする場合は“Client 

Manager Japanese”を選択し「次へ」をクリックします。 

 
⑧ 最後に「完了」をクリックするとインストールが終了します。 
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8.2 機能 
クライアント・マネージャは無線の接続状態や通信品質をモニタできます。 

また、クライアント・マネージャから無線 LAN の設定を行ったり、プロ

ファイルの選択を行うことができます。 

クライアント・マネージャは Windows の「スタート」－「プログラム」

―「ＯＲｉＮＯＣＯ」の[Ｃｌｉｅｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ]から起動するか、

タスクバーのアイコンをダブルクリック、または右クリックから実行でき

ます。 

 

① クライアント・マネージャをインストールすると Windows のタスク

バーに接続状態を色で示すアイコンが表示されます。パソコンを操

作しながらいつも視覚的に確認できるため安心してご使用になれ

ます。 

 

アイコンは以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好な無線接続 

より良好な無線接続 

不安定は無線接続 

非常に弱い無線接続 

接続されていない 

パソコンに接続されていない 

またはドライバがインストー

ルされていない 

注意！ピアツーピアグループの 

設定時もこの表示となる  
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② 接続先と通信状態が表示されます。 

 
③ 通信速度や電波レベル、ノイズレベルを測定し通信品質判定するこ

とができます。 

 

 

アクセスポイントや接続先のパソコンと通信状態を測定し表示し

ます。 

・パケットの損失を測定します。 

・お互いの信号レベル（受信する相手の電波）を測定します。 

・お互いのノイズレベルを測定します。 

・お互いの通信速度を測定します。 

 

なお、クライアント・マネージャの使用方法についてはクライアント・

マネージャのヘルプをご覧ください。 
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9 パソコンのネットワーク設定 
ドライバおよびクライアント・マネージャのインストールが終了したら、次に

パソコンのネットワークの設定を行います。 

（ご使用のパソコンの OS によって多少設定方法がとこなります。詳しくはお

使いのパソコンの取り扱い説明書をご覧ください。） 

 

① 「スタート」―「設定」―「コントロールパネル」から「ネットワ

ーク」を実行します。 

② 「識別情報」タブで「コンピュータ名」と「ワークグループ」を入

力します。 
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③ 「ネットワークの設定」タブで“Microsoftネットワーククライアン

ト”と“Microsoftネットワーク共有サービス”、Microsoft “TCP/IP”

を組み込みます。 

 

④ TCP/IPの設定を行います。ＩＰアドレスをＤＨＣＰサーバから自動

的に取得する場合は「ＩＰアドレスを自動的に取得」を選択します。

ＩＰアドレスを個別に割り当てる場合は「ＩＰアドレスを指定」を

選択し“ＩＰアドレス”と“サブネットマスク”を入力します。 
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10 確認 

10.1 接続確認 
以上の設定が終了後、設定が正しく行われたかを確認します。 

① 無線接続の確認 

クライアント・マネージャを実行してドライバの組み込み、無線ＬＡ

Ｎ設定および通信品質の確認を行います。 

 

ドライバ確認 

クライアント・マネージャを起動して「状態」を確認してください。 

ドライバが正しくインストールされていない場合は以下のように表

示されます。この場合はドライバの再インストールを行ってくださ

い。 

 
無線ＬＡＮ設定および通信品質確認 

クライアント・マネージャの「拡張」から「リンクテスト」を実行

し以下を確認してください。 

 

 
 

 

ご使用される環境により通信品質が異なります。これらのことをチ

ェックした結果通信品質が悪い場合は、設置場所を移動するなどし

てください。 

紛失が“０”また

は少ないこと  

損失が“０”また

は少ないこと 

S N R が 15dB 以上

（推奨）であること  

常時１、２、または 5 .5Mbps となっていないこと 

注：信号レベルが高くても環境により 5 .5Mbps で通信する場合があります。
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② ネットワーク設定およびアクセスポイントの確認 

無線ＬＡＮの設定が正しく行われてもネットワーク設定が正しく行

われていない場合はネットワークに接続することができません。ま

た、アクセスポイントに接続して使用する場合、アクセスポイント

のセキュリティ機能で無線ＬＡＮ端末のＭＡＣアドレスを登録しな

いと通信できない設定があります。この場合はアクセスポイントに

登録する必要がありますのでネットワーク管理者または無線ＬＡＮ

アクセスポイントのマニュアルを確認してください。 

 

ネットワーク設定確認 

アクセスポイント（または家庭用ゲートウェイ）に接続している場合 

・ アクセスポイントに接続しているかクライアント・マネージャ

で確認してください。 

・ アクセスポイントに「ＰＩＮＧ」を実行します。 

 

・ 「Ｒｅｐｌｙ」があればネットワーク設定は正しく設定されて

います。「Ｒｅｐｌｙ」がない場合はネットワークの再設定を行

ってください。 

ピアツーピアで接続している場合 

・ 他のパソコンに接続しているかクライアント・マネージャで確

認してください。 

・ 他のパソコンに「ＰＩＮＧ」を実行します。 

・ 「Ｒｅｐｌｙ」があればネットワーク設定は正しく設定されて

います。「Ｒｅｐｌｙ」がない場合はネットワークの再設定を行
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ってください。 

 

アクセスポイントの確認 

・ アクセスポイントに接続しているかクライアント・マネージャ

で確認してください。 

・ アクセスポイントの有線側ネットワークに接続されている端末

のＩＰアドレスを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 有線側ネットワークに接続されている端末に「ＰＩＮＧ」を実

行します。 

「Ｒｅｐｌｙ」がない場合はネットワーク管理者または無線Ｌ

ＡＮアクセスポイントのマニュアルを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス 

ポイント 

有線側ネットワークに

接続されている端末 

ご使用の 

パソコン 
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11 アップデート 
ドライバ、ファームウェアおよびクライアント・マネージャは必要に応じてバ

ージョンアップを行っております。最新情報は弊社ホームページで掲載してお

りますので参照してください。また、本商品を以前に購入された方も最新のド

ライバまたはクライアント・マネージャにバージョンアップすることをお勧め

いたします。 

 

参照ページ 

121ware.com のホームページ（NEC パーソナル商品総合情報サイト） 

http://121ware.com/ 

NEC インフロンティアの無線ＬＡＮ商品についてのホームページ 

http://www.necinfrontia.co.jp/products/wlan/jp/index.html 

 

11.1 ドライバのアップデート 

① スタート」－「設定」－「コントロールパネル」－「システム」

の「デバイスマネージャ」（Windows2000/XP の場合は「ハード

ウェア」タブの「デバイスマネージャ」）を起動してください。

「ネットワークアダプタ」をダブルクリックまたは左の[＋]

をクリックし「ORiNOCO USB Card」を選択し、「プロパティ」

を選択してください。 

 
② 「ORiNOCO USB Card のプロパティ」の「ドライバ」タブから

「ドライバの更新」をクリックしてください。 
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③ 次の画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。 

 

④ 次の画面が表示されたら本商品に添付されている CD－ROM を

パソコンに入れ、「現在使用しているドライバよりさらに適し

たドライバを検索する(推奨)」をチェックし、「次へ」をクリ

ックします。 

 
⑤ 次の画面が表示されたら「検索場所の指定」をチェックし、「参

照」をクリックします。 
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⑥ 次の画面が表示されたら、ドライバのあるディレクトリ：「Ｃ

Ｄドライブ名:¥PK-WL009 ¥Drivers¥ Win_98」を指定し、「ＯＫ」

をクリックします。 

⑦ ドライバの格納されているフォルダは OS により異なります。

WindowsMe の場合は「ＣＤドライブ名: ¥PK-WL009 ¥Drivers 

¥Win_Me」、Windows2000 の場合は「ＣＤドライブ名: ¥PK-WL009  

¥Drivers¥Win_2000」、WindowsXP の場合は「ＣＤドライブ名: 

¥PK-WL009 ¥Drivers¥Win_XP」を指定します。 

  

⑧ 次の画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

⑨ 次の画面が表示されたら、「編集」をクリックして無線 LAN の
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設定を行います。設定を行うとこの画面に戻りますので「ＯＫ」

をクリックします。設定については次項の「7.2 無線ＬＡＮの

設定」を参照してください。 

 

⑩ 無線の設定が終了してしばらくすると、ドライバの更新が終了

して次の画面が表示されます。「ＯＫ」をクリックし。終了し

ます。 

 
⑪ OS により更新終了後に、Windows の再起動を要求されますので、

指示に従い再起動を行ってください。 

 

11.2 ファームウェアのアップデート 

無線ＬＡＮ ＵＳＢ ＢＯＸ本体のファームウェアドライバから自動

的にアップデートされます。 

最新ドライバでは、ドライバ自身に無線ＬＡＮ ＵＳＢ ＢＯＸのファー

ムウェアを持っており、ドライバから無線ＬＡＮ ＵＳＢ ＢＯＸに自動

的にファームウェアの書き込みを行います。したがって最新ドライバを

インストールするとファームウェアの更新作業は不要となります。 
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11.3 クライアント・マネージャのアップデート 

クライアント・マネージャのアップデートは古いバージョンのクライア

ント・マネージャを削除してから、新しいバージョンをインストールし

てください。 

① 「スタート」－「設定」－「コントロールパネル」から「アプリ

ケーションの追加と削除」を実行してください。 

② リストの中から「ORiNOCO Client Manager」を選択し、削除して

ください。 

③ 次の画面が表示されたら、「削除」を選択し、「次へ」をクリック

します。 

 

④ ウェザードの指示に従って削除を行ってください。 

⑤ 削除ウィザードが終了したら、「アプリケーションの追加と削

除」の画面で「閉じる」をクリックします。 

新しいバージョンのクライアント・マネージャをインストールします。

インストール方法は「8.1 クライアント・マネージャのインストール」

を参照してインストールしてください。 
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付録 

無線 LAN USB ﾎﾞｯｸｽ E(PK-WL009)コンフィグレーション・シート 

 ユーザー情報  
 お名前 【             】様  

 所属 【                            】  

 電話番号 【     －    －     】  

 メールアドレス 【          ＠                  】  

 カード情報  
 製造番号 【S/N               】  

 MAC アドレス 【                 】  

 無線設定  

 プロファイル名 【                         】  

 ネットワーク名 【                         】  

□ 未使用  

キー 【               】  

キー２ 【               】  

キー３ 【               】  

キー４ 【               】  

 暗号化キー 
□ 使用 

使用キー □キー１ □キー２ □キー３ □キー４  

 電源管理 □ 未使用    □ 使用  

 TCP/IP 動作 □ 未使用    □ 使用  

 ネットワーク設定  
コンピュータ名 【              】  

 識別情報 
ワークグループ 【              】  

□ DHCP サーバからの自動取得  

ＩＰアドレス 
□ IP アドレスを割り当てる 

 ＩＰアドレス  ： 【   .   .   .   】 

 サブネットマスク ：  【   .   .   .   】 

  デフォルトゲートウェイ ： 【   .   .   .   】 

ＤＮＳ 
優先 ：【   .   .   .   】 

代替 ：【   .   .   .   】 

 

 

 ＴＣＰ／ＩＰ 

ＷＩＮＳ 
【   .   .   .   】 

【   .   .   .   】 

 

 

 
Microsoft 

ﾈｯﾄﾜｰｸｸﾗｲｱﾝﾄ 

□ ドメインにログオンしない 

□ ドメインにログオンする ドメイン名【           】 
 

 
Microsoft 

ﾈｯﾄﾜｰｸ共有ｻｰﾋﾞｽ 

□ 使用しない 

□ 使用する 【□ ファイルを共有  □ プリンタを共有】 

 

 

その他情報 

（プロキシなど） 
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